
8
平成30年8月

2018

誰もが地域で安心して暮らすことができる大都市東京の実現

福祉保健

このマークは、目の不自由な方などのための「音声コード」で、コー
ドの位置を示すために切り込みを入れています。専用の読み上げ
装置で読み取ると、記載内容を音声で聞くことができます。

➡
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　東京都では、東京2020大会を見据え、社会全体で障害者への理解を深め、差別を無くす取組を一層推進します。

《今後の普及啓発の取組》
　東京都は今後、条例を説明したパンフレットの作成や、東京都障害者差別解消法ハンドブックの改訂、シンポ
ジウムの開催等を実施します。

《施行時期》 平成30年10月1日
★詳細については、福祉保健局 HP  をご欄ください。

◆ 障害を理由とする差別に関する紛争の防止又は解決のための体制
　新たに調整委員会を設け、相談支援を行っても解決が見込めない事案について、あっせんを行います。また、
あっせんによっても解決しない場合、勧告・公表を行うことができます。

◆ 障害を理由とする差別に関する相談体制
　東京都に、広域支援相談員を設置し、障害者、家族、事業者などからの相談対応等を行います。

《条例のポイント》
◆ 障害を理由とする差別の禁止

（1）都及び事業者の「不当な差別的取扱い」を禁止
　不当な差別的取扱いとは、正当な理由がないのに、障害があることで、サービスの提供を
拒否したり、提供場所や時間帯を制限したりすることなどをいいます。

（例）障害を理由とした入店拒否、補助犬の入店拒否。
（2）都及び事業者の「合理的配慮の提供」を義務化
　合理的配慮の提供とは、障害者から、手助けや必要な配慮についての意思が伝えられたとき、
負担が重すぎない範囲で、対話にもとづいて、必要かつ合理的な対応をすることをいいます。

（例）�筆談、手話、読み上げ、スマホ・タブレット端末など、ご本人にあった方法でコミュニケー
ションを取ること。



2 福祉保健 8 月号

～大都市東京にふさわしい福祉・保健・医療施策を
積極的に展開していきます～

　東京は、団塊の世代が75歳以上となる2025年をピークに人口が減少に転じ、2035年に

は都民の4人に1人が65歳以上の高齢者という超高齢社会を迎えます。

　こうした将来を見据えて、次世代に確かな「安心」を引き継ぐため、中長期的な視点に立っ

て、社会保障制度改革の動きを見据えながら、大都市特有のニーズに即した、実効性ある様々

な施策を展開しています。

　福祉分野では、地域で安心して生活できる社会の実現のため、待機児童解消に向けた保育

サービスの拡充や児童相談体制の充実、高齢者の多様なニーズに応じた施設・住まいの整備

や介護人材の確保・定着・育成の推進、障害者が地域で安心して生活できるよう差別解消に

向けた取組みや基盤整備の充実、生活困窮者への総合的な支援や福祉のまちづくり等の推進

に取り組んでいます。

　保健・医療分野では、都民本位の医療体制の構築に向けて、予防から緩和ケアまでを包含

したがん対策の充実や災害医療体制の充実強化を図るとともに、受動喫煙防止対策、自殺防

止に向けた取組みを更に進めてまいります。

　健康安全分野では、新型インフルエンザをはじめとする感染症対策や食品・医薬品の監視・

検査体制の充実等により、健康危機管理体制の更なる強化を図ってまいります。また、動物

愛護については、「殺処分ゼロ」を目指し、終生飼養の推進等に取り組んでいます。

　今後とも、こうした取組を一層強化し、区市町村はもとより福祉・保健・医療の関係団体、

事業者などと緊密な連携を図りながら、福祉保健局職員一丸となって、福祉・保健・医療サー

ビスの充実に、全力を尽くしていきます。どうぞよろしくお願いいたします。

　7月9日付で福祉保健局長に就任いたし
ました内藤淳です。
　就任に当たり、一言ご挨拶申し上げます。
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問 福祉保健局高齢社会対策部在宅支援課　TEL 03-5320-4275　FAX 03-5388-1395

9月15日から21日までは「老人週間」です特 集

　社会に長年尽くしてこられた高齢者を敬愛し、長寿をお祝いするとともに、広く都民の方々に福祉につ
いての関心と理解を深めていただくため、9月15日の老人の日と老人週間を中心に、各種施設の無料公開
と入場料の割引が行われます。
「老人週間」施設等の無料公開と割引一覧
※窓口で年齢の分かるものを提示してください。詳細は、各施設へお問合せください。

対象施設 電話番号 対　象 日　程 内　　容

無
　
料

井の頭自然文化園 0422（46）1100

60歳以上
※介助が必要
な場合、付添
者1人可

9/15（土）
～ 9/21（金）

公園等の入場無料（期間中休園日無）
多摩動物公園 042（591）1611 公園等の入場無料

（9/19（水） 休）葛西臨海水族園 03（3869）5152
恩賜上野動物園 03（3828）5171

公園等の入場無料
（9/18（火） 休）

東京港野鳥公園 03（3799）5031
夢の島熱帯植物館 03（3522）0281
神代植物公園 042（483）2300
浜離宮恩賜庭園 03（3541）0200

庭園等の入場無料
（期間中休園日無）

旧芝離宮恩賜庭園 03（3434）4029
六義園 03（3941）2222
向島百花園 03（3611）8705
旧古河庭園 03（3910）0394
清澄庭園 03（3641）5892
殿ヶ谷戸庭園 042（324）7991
小石川後楽園 03（3811）3015
旧岩崎邸庭園 03（3823）8340
東京都庭園美術館 03（3443）0201

65歳以上の方
※本人のみ 9/17（月・祝）

「庭園」入場料無料
東京都江戸東京博物館 03（3626）9974 「常設展」観覧料無料
江戸東京たてもの園 042（388）3300 入園料無料
東京都写真美術館 03（3280）0099 「収蔵展」、「映像展」、「自主企画展」観覧料無料
東京都美術館 03（3823）6921 「企画展　BENTO　おべんとう展―食べる・集う・

つながるデザイン」観覧料無料

東京都美術館 公募展 03（3823）6921

70歳以上の方
※本人のみ

9/15（土）
～ 9/17（月・祝）

第56回 全展（展覧会期9/9（日）～ 9/17（月・祝））
第47回 齣展（展覧会期9/9（日）～ 9/17（月・祝））

9/19（水）
～ 9/21（金）第13回 21美術展（展覧会期9/19（水）～ 9/26（水））

9/20（木）
～ 9/21（金）第61回 新協美術展（展覧会期9/20（木）～9/26（水））

9/20（木） 第80回記念 一水会展（展覧会期9/20（木）～10/5（金））
65歳以上の方
※本人のみ

9/19（水）
～ 9/21（金）第48回 双樹展（展覧会期9/19（水）～ 9/26（水））

60歳以上
※本人のみ

9/15（土）
～ 9/17（月・祝）第48回 純展（展覧会期9/10（月）～ 9/17（月・祝））

年齢不問 9/20（木）
～ 9/21（金）第103回 書教展（展覧会期9/20（木）～ 9/26（水））

入
場
割
引

東京都美術館 公募展 03（3823）6921
70歳以上の方
※本人のみ 9/15（土）

～ 9/17（月・祝）

再興第103回 院展
（展覧会期9/1（土）～ 9/17（月・祝）） ※700円

65歳以上の方
※本人のみ

第54回 主体展
（展覧会期9/1（土）～ 9/17（月・祝）） ※500円

東京都交響楽団主催の
演奏会 0570(056)057 65歳以上

※本人のみ

第861回　定期演
奏会Cシリーズ
9/22（土）
東京芸術劇場コ
ンサートホール
14時開演

指揮／ローレンス・レネス　チェロ／ジャン＝ギア
ン・ケラス
ホルスト：組曲《惑星》ほか
S 〜 C席定価より3割引き（Ex席は対象外）
料金（定価）（S席7,000円、A席6,000円、B席5,000
円、C席4,000円、Ex席3,000円）申込／ HP  か窓
口購入、電話で都響ガイド TEL：0570-056-057へ。
※ HP  は「シルバー割引」を選択、窓口・電話は「シ
ルバー割引利用」と告げてください。
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　７月27日（金）から７月31日（火）まで、西武池袋本店において、「第33回東京都障害者総合美術展」
を開催しました。
　この美術展は、障害者の芸術・文化活動への参加及び優れた才能の発掘・育成を通じて障害者生活を豊
かにし、自立と社会参加を促進するとと
もに、障害者への理解を深めることを目
的として毎年開催しています。
　７月27日（金）には、高円宮妃殿下
のご臨席を賜り、表彰式を執り行いまし
た。入選作品約200点の中から最優秀
賞に輝いた久保貴寛さんに内藤淳福祉保
健局長から賞状が手渡されると、受賞者
の皆さんに盛大な拍手が送られました。

日　　時 	 ９月15日（土）13時30分から16時30分まで
会　　場 	 東京都庁第一本庁舎　５階大会議場
定　　員 	 500名　※参加無料、抽選制
内　　容 	 第一部　講演（東京都健康長寿医療センター研究所　研究部長　粟田主一氏ほか）
	 第二部　パネルディスカッション
申込方法 	 �８月24日（金）までに往復はがきまたはFAXで以下の内容を記入し、お申込みください。
	 ①氏名（ふりがな）②住所 ③年齢 ④職業 ⑤電話番号 ⑥ファクス番号 ⑦車いす利用の有無
	 ⑧点字資料、拡大文字資料や手話通訳、要約筆記等の希望、介助者の有無

	 【申込み先】
	 認知症シンポジウム事務局
	 〒107-0062　港区南青山4-18-21-117　エイアンドエー株式会社内
	 TEL　03-6447-0995　FAX　03-5775-3829

問 福祉保健局障害者施策推進部計画課　TEL 03-5320-4147　FAX 03-5388-1413

問 福祉保健局高齢社会対策部在宅支援課　TEL 03-5320-4276　FAX 03-5388-1395

第 33回東京都障害者総合美術展

平成 30年度東京都認知症シンポジウムの開催
認知症とともに暮らす～介護者への支援について考える～
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問 福祉保健局保健政策部健康推進課　TEL 03-5320-4357　FAX 03-5388-1427

野菜をおいしく、バランスよく食べようwithミルク

“広がれ、元気っこ活動”及び“生き生きシニア活動”
都内14団体にニッセイ財団から助成

問 福祉保健局生活福祉部地域福祉課　TEL 03-5320-4096　FAX 03-5388-1405

　６月29日（金）、都庁において、公益財団法人日本生
命財団（ニッセイ財団）から“広がれ、元気っこ活動”（子
ども自身が主人公となって行う自然体験や、冒険遊び場活
動、療育支援活動、地域の子育て支援活動等）及び“生き
生きシニア活動”（元気な高齢者の地域貢献活動）団体へ
助成金の贈呈式が開催されました。この助成は、毎年、全
国都道府県知事に候補団体の推薦依頼があり、ニッセイ財
団から民間団体に対して行われています。
　当日は松川桂子福祉保健局次長ほか関係部長立会いのもと、ニッセイ財団伯井穗文常務理事事務局長か
ら、“広がれ、元気っこ活動”について日本ボーイスカウト多摩第３団をはじめ11団体に、“生き生きシニ
ア活動”について松山健やかクラブをはじめ３団体に助成金の目録が贈られました。その後
の懇談会では、各団体に日頃の活動についてお話を伺い、積極的な意見交換が行われました。

　東京都では、「東京都健康推進プラン21（第二次）」を策定し、生活習慣病の予防に取り組んでいます。
生活習慣病を予防するために、野菜を１日あたり350g以上摂取することを目標としていますが、都民の
約７割は不足しています。また、20歳代は他の年代に比べ、カルシウムを多く含む牛乳・乳製品の摂取量
が少ない傾向がみられます。
　東京都では区市町村や関係団体と協力しながら、９月に「野菜をおいしく、バランスよく食べようwith
ミルク」のテーマのもと、都民一人ひとりが普段の食事を振り返り、望ましい食生活を実践できるように、
東京都食生活改善普及運動を実施します。

～東京都食生活改善普及運動を実施します～

（東京都民の健康・栄養状況（平成28年国民健康・栄養調査　東京都・特別区・八王子市・町田市実施分集計結果）より）

東京都健康推進プラン21
マスコット　プランちゃん

目標 350ｇ 以上
男性 女性

350g 以上
30.7％

350g 未満
69.3％

野菜の摂取状況（20歳以上）

350g 以上
26.7％

（165） （202）

350g 未満
73.3％ 0

50

100

150

200

乳類の摂取状況

20歳代
（34）

30歳代
（44）

40歳代
（55）

50歳代
（59）

60歳代
（63）

61.5 g

137.8 g
122.8 g

158.2 g

120.8 g

約７割が野菜不足！ 20歳代の乳類の摂取量が少ない！

　学生や関係団体から、１食あたり120ｇ以上の野菜を使用した「野菜たっぷりバラン
スランチ・弁当」のレシピを募集し、都庁内でパネル展示を行います（９月８日（土）か
ら13日（木）まで）。また、都庁内職員食堂や都議会議事堂レストラン等で「野菜たっ
ぷりバランスランチ・弁当」を提供します（９月10日（月）から13日（木）まで）。
　詳しくは、東京都福祉保健局 HP「とうきょう健康ステーション」をご覧ください。

検 索とうきょう健康ステーション　食生活改善普及運動
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◦東京都児童福祉審議会公募委員を募集します
　児童等の福祉に関する事項を調査審議していただく委員を募集します。
資　　格　�都内在住の満20歳以上（平成30年9月14日現在）で年数回の審議会に出席できる方（公

務員を除く。）
募集人数　2名
任　　期　任命の日から2年間
応募方法　�9月14日（金）（消印有効）までに「審議会委員への応募動機」についてまとめた作文（400字

以上800字以内）と、別紙に住所・氏名（ふりがな）・年齢・職業・電話番号・東京都にお
ける他の審議会への参加の有無（有の場合は審議会名称）を書き、郵送でお申し込みくださ
い。

応 募 先　〒163-8001　新宿区西新宿2-8-1 福祉保健局少子社会対策部計画課
問 福祉保健局少子社会対策部計画課　TEL 03-5320-4114　FAX 03-5388-1406
HP http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/joho/soshiki/syoushi/syoushi/oshirase/iinbosyu30.html

◦東京都保健医療計画推進協議会委員を募集します
　都の保健医療に関する総合的・基本的計画である東京都保健医療計画の推進に関する事項を検討し
ていただく委員を募集します。
資　　格　�都内在住の20歳以上で年3回程度（夜間の場合有）の会議に出席できる方（公務員を除く）
募集人数　5人以内
任　　期　委嘱の日から平成32年（2020年）7月31日を予定
応募方法　�9月28日（金）（消印）までに「これからの保健医療施策について」（800字～ 1,200字）と別

紙に住所・氏名・年齢・性別・職業・電話番号を書き、郵送でお申し込みください。
応 募 先　〒163-8001　新宿区西新宿2-8-1 福祉保健局医療政策部医療政策課
問 福祉保健局医療政策部医療政策課
TEL 03-5320-4424　FAX 03-5388-1436

◦就職希望者のための看護教員業務説明会
　都立看護専門学校で活躍している「看護教員」について、職務のやりがいや魅力をお伝えします。
日時　9月8日（土）　午前10時30分から午後1時まで
会場　東京都庁第一本庁舎25階
内容　（1）都立看護専門学校の概要（業務内容の紹介、先輩職員からのメッセージ等）
　　　（2）個別相談会
申込　9月3日（月）までに、下記 HP  掲載の申込書を Eメール 又は FAX にてお送りください。
備考　服装自由、当日参加可、入退出自由
問 福祉保健局総務部職員課人事担当　TEL 03-5320-4023　FAX 03-5388-1400　

Eメール S0000191@section.metro.tokyo.jp
HP http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/saiyou/works/gyoumusetsumeikai/300908.html

お知らせ

◦中途失聴者・難聴者手話講習会
対　　　象　都内在住・在勤の中途失聴・難聴の方
日時・場所　①�多摩会場　多摩障害者スポーツセンターなど。10月12日～3月29日までの金曜日（全

22回）13時30分から。
　　　　　　②�三田会場　東京都障害者福祉会館。10月12日～ 3月22日までの金曜日（全21回）

18時30分から。
定　　　員　いずれも入門・初級・中級・上級クラス各15名（上級は三田のみ）
面　　　接　10月5日（金）
受　講　料　テキスト代1,500円
申込書の入手　�住所・氏名・電話（ FAX）番号・「中途失聴者・難聴者手話講習会受講希望」と明記し、 FAX 

かハガキにて下記へ。福祉保健局 HP  からもダウンロードできます。
申　　　込　申込書を９月14日（金）（消印有効）までに下記へ。詳細は福祉保健局 HP  で。
問 福祉保健局障害者施策推進部計画課　〒163-8001　新宿区西新宿2-8-1
TEL 03-5320-4147　FAX 03-5388-1413
HP http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/shougai/koza/shuwakoushuukai.html
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◦盲ろう者向け通訳・介助者養成講習会
日時　10月10日（水）から12月12日（水）まで（必修科目・全7日間）　
場所　東京都障害者福祉会館等　
対象　修了後、都内在住の盲ろう者に通訳・介助活動できる方。
定員　40人　
内容　�通訳介助技術の実習等
申込　�9月10日（月）までに所定の申込書（ HP  で入手可）を HP ・FAX ・郵送で東京盲ろう者友の会

（〒111-0053　台東区浅草橋1-32-6 コスモス浅草橋酒井ビル2階 FAX 03-3864-7004）　
問 東京盲ろう者友の会　TEL 03-3864-7003　FAX 03-3864-7004
　　福祉保健局障害者施策推進部計画課　TEL 03-5320-4147　FAX 03-5388-1413
HP http://www.tokyo-db.or.jp/

◦肝炎市民公開講座「肝臓病に負けない いきいきライフ～肝臓の声 聞いてみよう～」
日時　9月1日（土）13時30分から16時まで
会場　浅草公会堂（台東区浅草1-38-6）
定員　500名、参加無料
講師　医師、社労士、管理栄養士
申込　事前申込は不要です。直接会場にお越しください。
問 虎の門病院肝疾患相談センター　TEL 03-3560-7672
　　福祉保健局保健政策部疾病対策課　TEL 03-5320-4476

◦東京都障害者スポーツセンター
開催名 開催日・時間 対象者 申　込

総
　
合

ストレッチ＆体操タイム　※1 毎週火曜日13時～13時30分 障害児者、介護者 不要
チャレンジ スポーツ（手のひら健
康バレー）共催：王子パルム　※2 10月11日（木）13時～ 15時 障害児者 必要

（申込期間：8/30 ～ 9/20）
はじめよう！ブラインドスポーツ
入門　※3

10月18日（木）、11月15日（木）、12月20
日（木）、1月17日（木）19時～20時30分 視覚障害児者 必要

（申込期間：9/6～ 9/27）

多
　
摩

みんなで☆バドミントン　※4 8月30日（木）18時30分～20時30分 障害児者、介護者、
地域住民

不要トランポリン　※5 9月15日（土）13時～ 15時30分 障害児者

日曜広場　※6 9月16日（日）13時～ 15時 障害児者、介護者、
地域住民

※1　簡単なストレッチに体幹トレーニングとバランス運動を行います！楽しみながら転倒を予防しましょう！！
※2　センタークラブのクラブ活動に参加して仲間といっしょにスポーツを体験しましょう！
※3　これからスポーツを始めたい方あつまれ！様々なブラインドスポーツに挑戦し、自分に合ったスポーツを見つけよう！
　　  �（※2、3　参加には事前の申し込みが必要になりますので、当センター受付または HP  にて掲載しております申込書にご記入

の上、FAX  、郵送または直接ご来館にてお申し込みください。また、詳細は当センター受付または HP  にてご確認ください。）
※4　�基礎からゲームまで、バドミントンのいろはを教えます！バドミントンが好きな方、レベルアップを目指す方、是非ご参加ください。
※5　大きなトランポリンで全身を使ってジャンプを楽しみましょう！
※6　月ごとに変わるテーマに沿ってスポーツや工作を行います。
問 東京都障害者総合スポーツセンター
　　　TEL 03-3907-5631　FAX 03-3907-5613　 HP http://tsad-portal.com
　　東京都多摩障害者スポーツセンター
　　　TEL 042-440-2238　FAX 042-485-8544　 HP http://tsad-portal.com

◦難病患者就労等サポート事業（難病患者交流イベント）
　東京都では、難病患者、家族等が集まり、カフェのような雰囲気で交流、情報交換及び相談をする
ことができる難病患者交流イベントを行っています。
日時　8月26日（日）10時から18時まで（入退出自由）
場所　台東区東上野2-18-7共同ビル TKP上野ビジネスセンター 2階
対象　どなたでもお越しいただけます。
申込　申込不要、参加無料
問 福祉保健局保健政策部疾病対策課
　　TEL 03-5320-4477　FAX 03-5388-1437
HP http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/iryo/nanbyo/zaitakunanbyo/cafe.html
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  4日	平成30年度　都医学研都民講座（第3回）

	 iPS細胞を用いた疾患研究・治療法開発の最前線

10日	東京都障害者差別解消支援地域協議会

11日	平成30年度東京都地方独立行政法人評価委員会

	 高齢者医療・研究分科会（第1回）

17日	平成30年度第1回東京都食品安全情報評価委員会

	 平成30年度東京DMAT運営協議会

26日	平成30年度東京都地方独立行政法人評価委員会

	 高齢者医療・研究分科会（第2回）

26日	平成30年度第1回東京都医療審議会

27日	第33回障害者総合美術展（～31日）

	 東京都健康安全研究センター　夏休み子供セミナー

	 東京都児童福祉審議会第7回専門部会

28日	東京都保健師業務説明会

29日	東京都職員Ⅱ類(福祉職)の業務説明会

31日	平成30年度第1回東京都医療安全推進協議会

	 東京都児童福祉審議会

７
月
の
動
き

9月9日は救急の日　救急の日シンポジウムを開催します
　「救急の日」及び「救急医療週間」の行事として、今年度は、「大規模災害時における医療救護～大地震
や豪雨災害に備えて～」をテーマにシンポジウムを開催します。救急医療や災害時の医療について理解を
深め、災害に対する平時からの備えについて、私たちにできることを一緒に考えてみませんか。たくさん
の方のご参加をお待ちしております。
日時　9月12日（水）　14時から16時まで（予定）
会場　東京都庁第一本庁舎　5階大会議場　（事前申込不要・無料）
内容　1　救急医療関係功労者知事感謝状贈呈式
　　　2　救急の日シンポジウム
　　　3　併設イベント
　　　  　・東京DMAT関連資器材等の展示など

問 福祉保健局医療政策部救急災害医療課　TEL 03-5320-4427　FAX 03-5388-1441
HP http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/iryo/kyuukyuu/kyukyunohi/300912kyukyunohi.html

この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。

救急の日とは
　救急医療及び救急業務に対する正しい理解と認識とを高めるため、9月9日は「救急の日」とされて
います。この日を含む日曜日から土曜日までを「救急医療週間」として全国で様々な事業が行われます。

平成30年7月豪雨に対する義援金
　東京都では、平成30年7月豪雨により被害を受けた被災者への義援金を募集しています。
　義援金は8月31日（金）まで口座振込により受け付けています。ご協力をお願いします。
　詳しくは、福祉保健局 HP  をご覧ください。

問 福祉保健局指導監査部指導調整課　TEL 03-5320-4192　FAX 03-5388-1416
HP http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/joho/soshiki/shidou/shidou/oshirase/H30gienkin.html

※都庁舎内に設置した募金箱でも募集しています。

金融機関　　みずほ銀行
支 店 名　　東京都庁出張所
店 番 号　　777

預金種目　　普通
口座番号　　1069449
口 座 名　　平成30年7月豪雨東京都義援金
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